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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
家
電
量

販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
消
防
用

設
備
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
。
購
入
の
際
は
、
品
質
を
保
証
し

た
日
本
消
防
検

定
協
会
鑑
定
の

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

が
付
い
て
い
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
自
分
で
購

入
し
、
設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
　
月
３
日
、
原
田
園
子

１０

教
育
委
員
長
の
後
任
に
井
ノ
元
由
紀
子
教
育

委
員
を
選
び
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
　
年
　

２４

１０

月
２
日
ま
で
で
す
。

　
問
合
せ
は
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
８
２
５
）
へ
。

　
「
に
し
の
み
や
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

会
員
制
組
織
で
す
。
会
員
登
録
料
は

無
料
で
す
。

　
提
供
会
員
（
子
育
て
を
手
助
け
す

る
人
）
が
、
依
頼
会
員
（
子
育
て
の

手
助
け
を
依
頼
し
た
い
人
）
の
希
望

に
応
じ
て
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り

や
保
育
所
な
ど
へ
の
送
迎
を
有
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
依
頼
会
員
の
登
録
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
程
・
会
場

は
次
の
と
お
り
で
す
。
定
員
あ
り
。

　
申
込
方
法
な
ど
問
合
せ
は
に
し
の

み
や
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
０
７
９
８
・
３
９
・
１

５
３
４
）
へ
。

　
【
日
程
・
会
場
】
　
月
９
日（
水
）

１１

午
前
９
時
半
か
ら
子
育
て
総
合
セ
ン

タ
ー
▽
　
月
　
日（
火
）午
後
１
時
か

１１

１５

ら
塩
瀬
公
民
館

　
【
対
象
】
小
学
６
年
ま
で
の
子
を

も
つ
保
護
者
。
在
勤
者
可

　
【
参
加
費
】
無
料

　
※
託
児
あ
り
（
対
象
は
小
学
校
入

学
前
。
定
員
あ
り
。
要
申
込
）

　
教
育
委
員
会
は
、
平
成
　
年
度
の

２４

「
藤
田
奨
学
生
」、「
廣
藤
奨
学
生
」、

「
髙
橋
奨
学
生
」
を
募
り
ま
す
＝
下

表
参
照
。
所
得
制
限
あ
り
。

　
【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も

満
た
す
人
▽
市
が
公
募
す
る
他
の
奨

学
金
（
藤
田
奨
学
生
は
市
以
外
の
も

の
を
含
む
）
を
受
け
な
い
▽
学
校
長

の
推
薦
を
受
け
て
い
る
▽
保
護
者
が

市
内
在
住
で
あ
る

　
【
申
込
】
必
要
書
類
を
　
月
　
日

１１

１５

ま
で
に
学
事
・
学
校
改
革
グ
ル
ー
プ

（
教
育
委
員
会
庁
舎
１
階
☎
０
７
９

８
・
３
５
・
３
８
１
７
）
へ
。
選
考

あ
り
　
※
髙
橋
奨
学
生
は
論
文
あ
り

　１１月１３日（日）は「ユニセフカップ
西宮国際ハーフマラソン」の開催
（雨天決行）に伴い、コース周辺を
交通規制します＝下図参照。当日は
午前１０時（国道４３号側道は８時）～
正午ごろに車両の通行と歩行者の横
断が禁止されます。また、駐車車両
はレッカー車で移動させることがあ
ります。
　問合せはスポーツ振興課（0798・
74・0554）へ。

返還定員金額資格

半年ごとの40
回均等返還（20
年）。無利子

2人月額2万9000円
～4万8000円

来年４月に修業年限４年以上の大学、
修業年限３年以上の短大・専修学校専
門課程（医療・衛生・社会福祉関係学科
に限る）、修業年限２年以上の介護福
祉士養成施設への進学を希望する人

藤田奨学生
（貸付）

不要2人月額9000円
～1万2000円来年４月に修業年限４年以上の大学

への進学を希望する人

廣藤奨学生
（給付）

不要3人 
※各校１人のみ

入学準備金40万円、
奨学金年額10万円

髙橋奨学生
（給付）

　
市
は
、
私
立
保
育
園
と
連
携
し

て
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
を
開
設

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
月
２
日（
水
）に
つ
ぼ
み
の
子
保

１１
育
園
（
林
田
町
）
の
２
階
に
、
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
「
つ
ぼ
み
の
ひ
ろ

ば
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
施
設
で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
た
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
相
談
、
子
育
て

情
報
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

　
利
用
料
金
は
無
料
。
申
込
不
要
で

す
。
親
子
が
自
由
に
気
軽
に
集
え
る

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
設
日
時
や
対
象
は
次
の
と
お

り
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
べ
ん
り
ナ
ビ
・
子
育
て
似
子
育
て

の
集
い
と
遊
び
場
似
保
育
所
に
お
け

る
子
育
て
ひ
ろ
ば
）
に
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
つ
ぼ
み
の
子
保
育
園

（
０
７
９
８
・
６
６
・
６
６
７
０
…

月
・
水
・
金
曜
）
へ
。

　
【
開
設
日
時
】
月
・
水
・
金
曜
の

午
前
９
時
半
～
　
時
半
、
午
後
０
時

１１

半
～
３
時
半
（
祝
日
を
除
く
）
　

　
【
対
象
】
小
学
校
入
学
前
（
主
に

２
歳
ま
で
）
の
子
と
保
護
者
　

寝
室
、
階
段
に
設
置
し
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
、
「
熱
式
感
知
器
」

で
す
。
火
災
の
熱
を
感
知
し
ま
す
。

こ
ち
ら
は
台
所
に
設
置
で
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
電
池
式
と
電

気
式
が
あ
り
、
配
線
が
い
ら
な
い
電

池
式
が
主
流
で
す
。
　

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
２
つ
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
は
、「
煙
式
感
知
器
」で
す
。

火
災
の
煙
を
感
知
し
ま
す
。
基
本
的

に
こ
の
タ
イ
プ
の
感
知
器
を
台
所
、

　
平
成
　
年
６
月
か
ら
市
火
災
予
防

１８

条
例
に
よ
り
、
「
台
所
」
「
寝
室
」

「
階
段
」
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
既
存
住
宅
へ
の
設
置
猶
予
期
間
も

す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
大
切
な

命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、
ま
だ
設

置
し
て
い
な
い
人
は
、
１
日
も
早
く

い
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
い
い

か
を
問
い
か
け
る
も
の
で
す
。

　
消
防
職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
玄

関
先
で
の
問
診
に
よ
り
災
害
の
対
応

状
況
な
ど
を
聞
い
て
、
住
ま
い
に
適

し
た
対
策
を
説
明
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
局
は
、
住
宅
に
お
け
る
安
全

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
「
住
宅
防

災
診
断
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
診
断
は
、
火
災
や
地
震
な
ど

か
ら
、
我
が
家
・
我
が
身
を
守
る
た

め
の
目
安
と
な
る
診
断
を
行
い
、
住

宅
内
外
で
の
危
険
性
を
知
っ
て
も
ら

　
住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
、

次
の
習
慣
や
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

《
３
つ
の
習
慣
》

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

　
１
１
９
番
通
報
を
す
る
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
、
次
の
こ
と
を
話
し
て

く
だ
さ
い
。

　
①
用
件
　
火
事
か
救
急
か

　
②
場
所
　
町
名
、
番
地
、
マ
ン
シ

ョ
ン
名
な
ど

　
③
内
容
　
火
事
は
何
が
ど
の
よ
う

に
燃
え
て
い
る
か
、
逃
げ
遅
れ
の
有

無
な
ど
。
救
急
は
け
が
や
病
気
の
内

容
、
人
数
、
性
別
な
ど

　
④
通
報
者
の
情
報
　
通
報
者
の
名

前
、
電
話
番
号
な
ど

　
※
１
１
９
番
は
、
火
災
や
救
急
な

ど
緊
急
の
場
合
に
使
用
す
る
〝
人
の

命
と
財
産
を
守
る
電
話
〟
で
す
。
い

た
ず
ら
電
話
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う ＮＳマーク

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

《
４
つ
の
対
策
》

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

・
燃
え
広
が
り
を
防
ぐ
た
め
、
寝

具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
防
炎

品
を
使
用
す
る

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

　
市
で
は
　
年
以
上
、
火
災
原
因
の

２０

１
位
が
放
火
（
疑
い
を
含
む
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
放
火
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
住
民

自
ら
が
自
衛
意
識
を
持
ち
、「
放
火
さ

れ
な
い
・
放
火
さ
せ
な
い
・
放
火
さ

れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
」

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　11月1日～9日…119番の日につ
いて、10日～15日…秋の火災予防
運動について、16日～30日…救急
車の適正利用について

△

病院情報…
平日の午後５時（土曜は午前11時）
～翌朝8時と日曜・祝日の24時間

あ
な
た
の
住
ま
い
大
丈
夫
？

警
報
器
の
種
類

警
報
器
の
販
売
場
所

教
育
委
員
長
に
井
ノ
元
由
紀
子
さ
ん

井ノ元教育委員長

落
ち
着
い

落
ち
着
い
てて

１
１
９
番
は

11月13日 西宮国際ハーフマラソン

交通規制にご協力交通規制にご協力をを

放火されな放火されないい
放火させな　放火させないい

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違

違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、
　
月
９
日
～
　
日
に
、
全
国
一
斉
に
「
秋
の
火
災

１１

１５

予
防
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
意
識
を
一
層
高
め
て
も
ら
い
、
火
災
の
発
生
を
防

止
す
る
た
め
、
期
間
中
、
物
品
販
売
店
舗
や
高
齢
者
が
入
居
す
る
福
祉
施
設
な
ど
の
立
入
検

査
や
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
街
頭
で
の
「
た
ば
こ
火
災
被
害
低
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
、
一
般
家
庭
を
訪
問
す
る
住
宅
防
災
診
断
な
ど
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
予
防
課（
０
７
９
８
・
３
２
・
７
３
１
３
）ま
た
は
各
消
防
署
へ
。

憾 換干

憾 換干

憾 換干

憾 換干

住
宅
防
災
診
断
を
実
施
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